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令和４年度第２回自立支援協議会権利擁護部会 議事要旨 

 

１．開催日時 令和４年 10 月 25 日（火）午後２時～午後４時 

２．開催場所 市役所４階 災害対策本部室 

３．出席者  （委員）＊団体名のみ記載 

（福）パーソナル・アシスタンスとも、浦安市社会福祉協議会 

浦安市視覚障害者の会トパーズクラブ、浦安市聴覚障害者協会、浦安手をつなぐ親の会 

（福）敬心福祉会、（特非）あいらんど、（福）千楽、千葉県弁護士会京葉支部 

中核地域生活支援センターがじゅまる、千葉県市川健康福祉センター 

社会福祉課、健康増進課 

   （事務局）障がい事業課、障がい福祉課 

 

４．議事次第 

１．開会 

２．議題 

（１）第１回権利擁護部会の振り返りと第２回自立支援協議会について 

（２）「8050 問題」実態把握調査中間報告 

（３）浦安市における「8050 問題」実態把握調査活用方法についてグループワーク 

３．閉会 

 

５．配布資料 

議題(1)資料 1  第１回権利擁護部会の振り返りと第２回自立支援協議会について 

議題(2)資料 1  「8050 問題」実態把握調査中間報告 

議題(2)資料 2  8050 問題に関する実態把握調査票 

議題(3)資料   グループワークシート 

 

６．議事概要 

（１）第１回権利擁護部会の振り返りと第２回自立支援協議会について 

■説明（事務局） 

第１回権利擁護部会と第２回自立支援協議会の協議内容について説明した。 

■主な意見 

特になし 

 

（２）「8050 問題」実態把握調査中間報告 

■説明（事務局） 

「8050 問題」実態把握調査の第１回権利擁護部会からの調査票における変更内容の説明及び、第

２回権利擁護部会時点での調査票の回収状況の説明を行った。 
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■主な意見 

特になし 

 

（３）浦安市における「8050 問題」実態把握調査活用方法についてグループワーク 

■説明（事務局） 

「8050 問題」実態把握調査について、活用方法や調査の課題などについてグループワークを行い、 

各グループから議論した内容を共有した。 

■主な意見（委員：委） 

委：引きこもり問題に対応していくためには教育分野との協力が必要ではないか。 

委：今回の調査結果により、今まで対応方法のわからなかった方の情報が蓄積でき、今後の

検討に活かせるのではないか。 

委：この調査結果について、浦安市の問題として、他の部会や市の他部署にも知ってもらい、

連携して取り組む必要があるのではないか。 

委：本調査では、現在問題が表れている世帯は捉えられているが、表立っていない世帯は捉

えられていないのではないだろうか。 

委：本人に生じている課題を自分事として捉えていただくための啓発活動をどのように行っ

ていくか検討していく必要がある。 

 


